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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）の構造を含む化合物
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【化１】

［式中、
　ｐは、０、１、２、３、または４であり、
　ｑは、２～１０，０００の整数であり；
　ＲａおよびＲｂは、それぞれ独立に、不在であり、または（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、
（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアルキル、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテ
ロシクロアルキル、（Ｃ６～Ｃ１４）アリール、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアリール、（Ｃ１

～Ｃ１０）アルキルアミン、カルボニル、－Ｏ（Ｏ）Ｃ－（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、（
Ｃ１～Ｃ１０）アルキル－ＣＯＯＨ、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル－ＣＯＯＨ、－（
Ｏ）ＣＨ３、－ＯＨ、アミドから選択される置換もしくは非置換の基であり；
　Ｒｃは、Ｈ、または（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアルキル、（Ｃ

３～Ｃ１０）シクロアルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロシクロアルキル、（Ｃ６～Ｃ１４）
アリール、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアリール、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキルアミン、カルボニ
ル、－Ｏ（Ｏ）Ｃ－（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル－ＣＯＯＨ、
（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル－ＣＯＯＨ、－（Ｏ）ＣＨ３、－ＯＨ、アミドから選択
される置換もしくは非置換の基であり；
　ＲｘおよびＲｙは、それぞれ独立に、薬学的に許容される末端基であり、またはこれら
が結合している炭素と一緒になって、３～１０員の環を形成し、
　ここで、該３～１０員の環は、場合により、ポリマーに結合され、または（Ｃ１～Ｃ１

０）アルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアルキル、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル、（Ｃ

２～Ｃ９）ヘテロシクロアルキル、（Ｃ６～Ｃ１４）アリール、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロア
リール、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキルアミン、カルボニル、－Ｏ（Ｏ）Ｃ－（Ｃ１～Ｃ１０

）アルキル、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル－ＣＯＯＨ、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル－
ＣＯＯＨ、－（Ｏ）ＣＨ３、－ＯＨ、アミドから選択される１～４個の基で置換される］
、または薬学的に許容されるその塩。
【請求項２】
　式（ＩＩＩ）の構造を含む化合物

【化２】

［式中、
　ｐは、０、１、２、３、または４であり、
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　ｑは、２～１０，０００の整数であり；
　ＲａおよびＲｂは、それぞれ独立に、不在であり、または（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、
（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアルキル、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテ
ロシクロアルキル、（Ｃ６～Ｃ１４）アリール、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアリール、（Ｃ１

～Ｃ１０）アルキルアミン、カルボニル、－Ｏ（Ｏ）Ｃ－（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、（
Ｃ１～Ｃ１０）アルキル－ＣＯＯＨ、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル－ＣＯＯＨ、－（
Ｏ）ＣＨ３、－ＯＨ、アミドから選択される置換もしくは非置換の基であり；
　Ｒｃは、Ｈ、または（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアルキル、（Ｃ

３～Ｃ１０）シクロアルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロシクロアルキル、（Ｃ６～Ｃ１４）
アリール、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアリール、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキルアミン、カルボニ
ル、－Ｏ（Ｏ）Ｃ－（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル－ＣＯＯＨ、
（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル－ＣＯＯＨ、－（Ｏ）ＣＨ３、－ＯＨ、アミドから選択
される置換もしくは非置換の基であり；
　ＲｘおよびＲｙは、それぞれ独立に、薬学的に許容される末端基であり、またはこれら
が結合している炭素と一緒になって、３～１０員の環を形成し、
　ここで、該３～１０員の環は、場合により、ポリマーに結合され、または（Ｃ１～Ｃ１

０）アルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアルキル、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル、（Ｃ

２～Ｃ９）ヘテロシクロアルキル、（Ｃ６～Ｃ１４）アリール、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロア
リール、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキルアミン、カルボニル、－Ｏ（Ｏ）Ｃ－（Ｃ１～Ｃ１０

）アルキル、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル－ＣＯＯＨ、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル－
ＣＯＯＨ、－（Ｏ）ＣＨ３、－ＯＨ、アミドから選択される１～４個の基で置換され、
　Ｙ－はそれぞれ独立に、ハロまたは任意の薬学的に許容されるアニオンである］、また
は薬学的に許容されるその塩。
【請求項３】
　式（ＩＶ）の構造を含む化合物
【化３】

［式中、
　ｍは０～１５の整数であり；
　ｎは０～１５の整数であり；
　ｏは０～１０の整数であり；
　ｑは２～１０，０００の整数であり；
　ＲａおよびＲｂは、それぞれ独立に、不在であり、または置換または非置換の（Ｃ１～
Ｃ１０）アルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアルキル、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル、
（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロシクロアルキル、（Ｃ６～Ｃ１４）アリール、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテ
ロアリール、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキルアミン、カルボニル、－Ｏ（Ｏ）Ｃ－（Ｃ１～Ｃ

１０）アルキル、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル－ＣＯＯＨ、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキ
ル－ＣＯＯＨ、－（Ｏ）ＣＨ３、－ＯＨ、アミドから選択される置換または非置換の基で
あり；
　Ｒｃはそれぞれ独立に、Ｈ、または（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロ
アルキル、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロシクロアルキル、（
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Ｃ６～Ｃ１４）アリール、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアリール、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキルア
ミン、カルボニル、－Ｏ（Ｏ）Ｃ－（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキ
ル－ＣＯＯＨ、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル－ＣＯＯＨ、－（Ｏ）ＣＨ３、－ＯＨ、
アミドから選択される置換または非置換の基であり；
　ＲｘおよびＲｙは、それぞれ独立に、薬学的に許容される末端基であり、またはこれら
が結合している炭素と一緒になって、３～１０員の環を形成し、
　ここで、該３～１０員の環は、場合により、ポリマーに結合されており、または（Ｃ１

～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアルキル、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル
、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロシクロアルキル、（Ｃ６～Ｃ１４）アリール、（Ｃ２～Ｃ９）ヘ
テロアリール、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキルアミン、カルボニル、－Ｏ（Ｏ）Ｃ－（Ｃ１～
Ｃ１０）アルキル、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル－ＣＯＯＨ、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアル
キル－ＣＯＯＨ、－（Ｏ）ＣＨ３、－ＯＨ、アミドから選択される１～４個の基で置換さ
れている］、または薬学的に許容されるその塩。
【請求項４】
　式（ＶＩ）の構造を含む化合物
【化４】

［式中、
　ｍは０～１５の整数であり；
　ｎは０～１５の整数であり；
　ｏは０～１０の整数であり；
　ｑは２～１０，０００の整数であり；
　ＲａおよびＲｂは、それぞれ独立に、不在であり、または置換または非置換の（Ｃ１～
Ｃ１０）アルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアルキル、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル、
（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロシクロアルキル、（Ｃ６～Ｃ１４）アリール、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテ
ロアリール、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキルアミン、カルボニル、－Ｏ（Ｏ）Ｃ－（Ｃ１～Ｃ

１０）アルキル、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル－ＣＯＯＨ、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキ
ル－ＣＯＯＨ、－（Ｏ）ＣＨ３、－ＯＨ、アミドから選択される置換または非置換の基で
あり；
　Ｒｃはそれぞれ独立に、Ｈ、または（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロ
アルキル、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロシクロアルキル、（
Ｃ６～Ｃ１４）アリール、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアリール、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキルア
ミン、カルボニル、－Ｏ（Ｏ）Ｃ－（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキ
ル－ＣＯＯＨ、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル－ＣＯＯＨ、－（Ｏ）ＣＨ３、－ＯＨ、
アミドから選択される置換または非置換の基であり；
　ＲｘおよびＲｙは、それぞれ独立に、薬学的に許容される末端基であり、またはこれら
が結合している炭素と一緒になって、３～１０員の環を形成し、
　ここで、該３～１０員の環は、場合により、ポリマーに結合されており、または（Ｃ１

～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアルキル、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル
、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロシクロアルキル、（Ｃ６～Ｃ１４）アリール、（Ｃ２～Ｃ９）ヘ
テロアリール、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキルアミン、カルボニル、－Ｏ（Ｏ）Ｃ－（Ｃ１～
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Ｃ１０）アルキル、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル－ＣＯＯＨ、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアル
キル－ＣＯＯＨ、－（Ｏ）ＣＨ３、－ＯＨ、アミドから選択される１～４個の基で置換さ
れており；
　Ｙ－は、ハロまたは任意の薬学的に許容されるアニオンである］、または薬学的に許容
されるその塩。
【請求項５】
　式（Ｘ）の構造を含む化合物
【化５】

［式中、
　ｍは０～１５の整数であり；
　ｎは０～１５の整数であり；
　ｏは０～１０の整数であり；
　ｑは２～１０，０００の整数であり；
　ＲａおよびＲｂは、それぞれ独立に、不在であり、または置換または非置換の（Ｃ１～
Ｃ１０）アルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアルキル、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル、
（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロシクロアルキル、（Ｃ６～Ｃ１４）アリール、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテ
ロアリール、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキルアミン、カルボニル、－Ｏ（Ｏ）Ｃ－（Ｃ１～Ｃ

１０）アルキル、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル－ＣＯＯＨ、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキ
ル－ＣＯＯＨ、－（Ｏ）ＣＨ３、－ＯＨ、アミドから選択される置換または非置換の基で
あり；
　Ｒｃはそれぞれ独立に、Ｈ、または（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロ
アルキル、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロシクロアルキル、（
Ｃ６～Ｃ１４）アリール、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアリール、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキルア
ミン、カルボニル、－Ｏ（Ｏ）Ｃ－（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキ
ル－ＣＯＯＨ、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル－ＣＯＯＨ、－（Ｏ）ＣＨ３、－ＯＨ、
アミドから選択される置換または非置換の基であり；
　ＲｘおよびＲｙは、それぞれ独立に、薬学的に許容される末端基であり、またはこれら
が結合している炭素と一緒になって、３～１０員の環を形成し、
　ここで、該３～１０員の環は、場合により、ポリマーに結合されており、または（Ｃ１

～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアルキル、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル
、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロシクロアルキル、（Ｃ６～Ｃ１４）アリール、（Ｃ２～Ｃ９）ヘ
テロアリール、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキルアミン、カルボニル、－Ｏ（Ｏ）Ｃ－（Ｃ１～
Ｃ１０）アルキル、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル－ＣＯＯＨ、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアル
キル－ＣＯＯＨ、－（Ｏ）ＣＨ３、－ＯＨ、アミドから選択される１～４個の基で置換さ
れており；
　Ｙ－はそれぞれ独立に、ハロまたは任意の薬学的に許容されるアニオンである］、また
は薬学的に許容されるその塩。
【請求項６】
　式（ＸＩ）の構造を含む化合物
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【化６】

［式中、
　ｍは０～１５の整数であり；
　ｑは２～１０，０００の整数であり；
　ＲａおよびＲｂは、それぞれ独立に、不在であり、または置換または非置換の（Ｃ１～
Ｃ１０）アルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアルキル、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル、
（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロシクロアルキル、（Ｃ６～Ｃ１４）アリール、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテ
ロアリール、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキルアミン、カルボニル、－Ｏ（Ｏ）Ｃ－（Ｃ１～Ｃ

１０）アルキル、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル－ＣＯＯＨ、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキ
ル－ＣＯＯＨ、－（Ｏ）ＣＨ３、－ＯＨ、アミドから選択される置換または非置換の基で
あり；
　Ｒｃはそれぞれ独立に、Ｈ、または（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロ
アルキル、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロシクロアルキル、（
Ｃ６～Ｃ１４）アリール、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアリール、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキルア
ミン、カルボニル、－Ｏ（Ｏ）Ｃ－（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキ
ル－ＣＯＯＨ、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル－ＣＯＯＨ、－（Ｏ）ＣＨ３、－ＯＨ、
アミドから選択される置換または非置換の基であり；
　ＲｘおよびＲｙは、それぞれ独立に、薬学的に許容される末端基であり、またはこれら
が結合している炭素と一緒になって、３～１０員の環を形成し、
　ここで、該３～１０員の環は、場合により、ポリマーに結合されており、または（Ｃ１

～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアルキル、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル
、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロシクロアルキル、（Ｃ６～Ｃ１４）アリール、（Ｃ２～Ｃ９）ヘ
テロアリール、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキルアミン、カルボニル、－Ｏ（Ｏ）Ｃ－（Ｃ１～
Ｃ１０）アルキル、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル－ＣＯＯＨ、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアル
キル－ＣＯＯＨ、－（Ｏ）ＣＨ３、－ＯＨ、アミドから選択される１～４個の基で置換さ
れており；
　Ｙ－はそれぞれ独立に、ハロまたは任意の薬学的に許容されるアニオンである］、また
は薬学的に許容されるその塩。
【請求項７】
　請求項１に記載の化合物を含む医薬組成物。
【請求項８】
　請求項３に記載の化合物を含む医薬組成物。
【請求項９】
　粘膜炎、口腔粘膜炎、および感染症から選択される状態の治療または予防に使用するた
めの、請求項１に記載の化合物を含む医薬組成物。
【請求項１０】
　粘膜炎、口腔粘膜炎、および感染症から選択される状態の治療または予防に使用するた
めの、請求項３に記載の化合物を含む医薬組成物。
【請求項１１】
　粘膜炎、口腔粘膜炎、および感染症から選択される状態の治療または予防に使用するた



(7) JP 2017-526767 A5 2018.8.9

めの、請求項９に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　粘膜炎、口腔粘膜炎、および感染症から選択される状態の治療または予防に使用するた
めの、請求項１０に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
　請求項１に記載の化合物を投与する工程を含む、粘膜炎、口腔粘膜炎、および感染症か
ら選択される状態を治療する方法。
【請求項１４】
　請求項３に記載の化合物を投与する工程を含む、粘膜炎、口腔粘膜炎、および感染症か
ら選択される状態を治療する方法。
【請求項１５】
　感染症は、手術部位感染症または嚢胞性線維症に関連する肺感染症である、請求項１３
に記載の方法。
【請求項１６】
　感染症は、手術部位感染症または嚢胞性線維症に関連する肺感染症である、請求項１４
に記載の方法。
【請求項１７】
　式（ＸＩＩ）の構造を含む化合物
【化７】

［式中、
　ｑは２～１０，０００の整数であり；
　Ｘはそれぞれ独立に、ＮまたはＰであり；
　Ｚは、ＮＨ、Ｏ、またはＳであり；
　ＲｄおよびＲｅは、それぞれ独立に、Ｈ、または（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ２～
Ｃ９）ヘテロアルキル、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロシクロ
アルキル、（Ｃ６～Ｃ１４）アリール、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアリール、（Ｃ１～Ｃ１０

）アルキルアミン、カルボニル、－Ｏ（Ｏ）Ｃ－（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ１～Ｃ

１０）アルキル－ＣＯＯＨ、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル－ＣＯＯＨ、－（Ｏ）ＣＨ

３、－ＯＨ、アミドから選択される置換もしくは非置換の基であり；
　ＲｆおよびＲｇは、それぞれ独立に、Ｈ、もしくは（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ２

～Ｃ９）ヘテロアルキル、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロシク
ロアルキル、（Ｃ６～Ｃ１４）アリール、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアリール、（Ｃ１～Ｃ１

０）アルキルアミン、カルボニル、－Ｏ（Ｏ）Ｃ－（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ１～
Ｃ１０）アルキル－ＣＯＯＨ、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル－ＣＯＯＨ、－（Ｏ）Ｃ
Ｈ３、－ＯＨ、アミドから選択される置換もしくは非置換の基であり、またはＲｆおよび
Ｒｇは、これらが結合している原子と一緒になって４～１０員の環を形成し、
　ここで、該４～１０員の環は、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアル
キル、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロシクロアルキル、（Ｃ６
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～Ｃ１４）アリール、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアリール、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキルアミン
、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、ＣＯＯＨ－（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、Ｃ
ＯＯＨ－（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル－Ｏ－、－ＯＨ、
－ＮＨ２から選択される１～３個の基で場合により置換されており；
　ＲｘおよびＲｙは、それぞれ独立に、薬学的に許容される末端基であり、またはこれら
が結合している炭素と一緒になって、３～１０員の環を形成し、
　ここで、該３～１０員の環は、場合により、ポリマーに結合されており、または（Ｃ１

～Ｃ１０）アルキル、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロアルキル、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアルキル
、（Ｃ２～Ｃ９）ヘテロシクロアルキル、（Ｃ６～Ｃ１４）アリール、（Ｃ２～Ｃ９）ヘ
テロアリール、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキルアミン、カルボニル、－Ｏ（Ｏ）Ｃ－（Ｃ１～
Ｃ１０）アルキル、（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル－ＣＯＯＨ、（Ｃ３～Ｃ１０）シクロアル
キル－ＣＯＯＨ、－（Ｏ）ＣＨ３、－ＯＨ、アミドから選択される１～４個の基で置換さ
れている］、または薬学的に許容されるその塩。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の化合物を含む医薬組成物。
【請求項１９】
　粘膜炎、口腔粘膜炎、および感染症から選択される状態の治療または予防に使用するた
めの、請求項１８に記載の医薬組成物。
【請求項２０】
　請求項１７に記載の化合物を投与する工程を含む、粘膜炎、口腔粘膜炎、および感染症
から選択される状態を治療する方法。
【請求項２１】
　感染症は、手術部位感染症または嚢胞性線維症に関連する肺感染症である、請求項２０
に記載の方法。
【請求項２２】
　感染症は、緑膿菌肺感染症である、請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　バイオフィルムが緑膿菌肺感染症に存在する、請求項２２に記載の方法。
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